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る蛋自の尿素変性を変性にともなう粘度の増加をしらべる ζ とによって検討した結果， 10原子のカルシウ











未変性蛋白 CN)→変性蛋白 CD)ご変性蛋白 C 1 ) 
この反応式によって計算した粘度 時間曲線は実測のそれとよく一致することを示した。第 3 編において
は尿素で変性したタカアミラーゼAの分子の大きさや形をしらべるために，粘度の定常値に達した溶液に
ついて沈降，拡散の測定を行った。その結果、形状因子 β も未変性のものとほとんど変らず，拡散の測定
は若干の多分散牲を示したが，分子量の値も未変性のそれとほとんど変化しないことから分子の解離，会
合の起っていないことがわかった。それ故，尿素変性による粘度などの変化は流体力学的な有効体積の増
加によるものであることを示唆した。
以上，池田君の研究はさきに発表された未変性のタカアミラーゼ、の分子形体に関する研究とともに，タ
カアミラーゼ分子の形体とその二次または三次構造の保持に対するカノレシウム原子の役割を切らかにする
とともに，その変性機構を明かにし蛋白質浴液の物理化学に寄与したので，理学博士の学位を受けるに十
分の資格があるものと認める。
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